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1 はじめに

電波利用のニーズの高まりに伴い高周波数帯の利用、
無線設備の広帯域化が進展している。一方で、RFIDや
UWBのように PCや家電等の電子機器と一体化される
など、その使用の様態も様々なものとなっている。今後、
これらの技術を更に発展させた無線通信システムの導
入が予測されるが、新たな無線通信システムの放射電力
を既存の方法で正確に測定することは困難、又は可能で
あっても著しく効率が悪いことから、新たな測定方法の
確立が求められている。

例えば、UWB(長広帯域無線システム)の不要輻射電
力の基準は表 1のように定められている。

表 1 UWBの不要輻射許容上限値
周波数 平均電力 尖頭電力

(dBm/MHz) (dBm/MHz)

f <600MHz -90 -84
600MHz≤ f < 2700MHz -85 -79

2700MHz≤ f < 10.6GHz -70 -64
10.6GHz≤ f < 10.7GHz -85 -79
10.7GHz≤ f < 11.7GHz -70 -64

11.7GHz ≤ f < 12.75GHz -85 -79
12.75GHz ≤ f -70 -64

　測定アンテナの受信電力を PAとすると、測定対象
と受信アンテナとの距離を Dとして測定対象の放射電
力 EIRPは dBm単位で表示してEIRP = PA+11.8+
K + 20 × log (D/3) で与えられる。Kはアンテナ係数
であり、K = 17.5dB程度を仮定すると、例えば表 1の
600MHz-2.7GHzの帯域での許容平均電力と、尖頭電力
をもつ電子機器からの放射を受信した場合、受信アン
テナから出力される電力はそれぞれ- 114.3dBm/MHz,
-108.3dBm/MHzとなる。測定を常温環境で行うとする
と、背景から約 300K の黒体輻射を受信するが、この
電力は 113.8dBm/MHzであり、UWBの許容平均電力
(114.3dBm/MHz)は 270K の黒体輻射電力に相当する。
更に、増幅器のNFやケーブルの減衰などによって、受
信システムのシステム雑音温度は上昇するので、測定は
更に厳しくなる。

このように極めて小電力な無線機器やそのスプリアス
電力等の微弱な電波を正確に測定するために、積分時間
を長く取るなどの方法で高感度化するとともに、背景雑
音の放射電力を統計的に取り扱って測定対象の放射電力
を評価する手法について研究開発を実施する。

2 測定システム
2.1 測定系
我々は、800MHz～26GHzの周波数範囲を 3つに分け、

まず、800MHz－ 3GHzの周波数範囲の信号を受信する
ヘテロダイン受信システムを開発した。
開発したシステムでは、雑音温度 Tsys = 200K程度の

低雑音受信機に、32MHzの帯域を 8ビットの量子化ビッ
ト数で連続サンプリング可能なサンプラを接続して使用
する。これまでに、常温の電波吸収体 (300K)と液体窒
素温度 (77K)の放射電力を測定し、受信機のゲイン変
動などの基礎データを取得した。受信機はマイクロ波ス
イッチによりホットロードとアンテナを切り替えて、受
信機のゲイン変動を校正できるシステムとなっており、
1秒で１K以下の精度で受信電力を計測できることを確
認した。このシステムを使って、微弱電波源のON/OFF
による受信電力差をとるラジオメータ法により微弱電波
源の平均放射電力を測定する。

2.2 尖頭電力の測定手法
　微弱放射電力の平均電力については、平均化時間を

1秒程度にすることによって、高い精度の計測が行える
見込みである。しかし、尖頭電力は平均化することがで
きないため、高い感度を得ることが難しい。後藤他 [1]
は振幅の確率分布を計測することにより、電子機器の不
要輻射の計測を行うシステムを開発している。我々も確
率分布を計測することにより、Maxwell分布している背
景の黒体輻射と、測定対象の電子機器からの不要輻射を
区別し、放射電力を計測する方法を検討している。
本発表では、開発した微弱電波の計測システムを使っ

た試験計測結果などについて報告する。
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